
市政報告で
す

日本共産党
（１）

発行：日本共産党高槻市会議員団　市会議員・中村れい子　事務所／〠569-1114　高槻市別所中の町3-7　  ☎681-8480　　自　宅／古曽部町２丁目　 

「きずな」　Ｎｏ.225　2024. ５月号

NO.  224　2024 ５月号

このビラや市政へのご意見をお寄せください。

くらしを直撃する値上げは中止をくらしを直撃する値上げは中止を
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国
会
に
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
一
部
改
定

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
の
危
機
が

急
速
に
す
す
み
、
こ
の
10

年
間
で
農
業
者
は
３
割
も

減
少
し
、
東
京
都
に
匹
敵

す
る
面
積
の
農
地
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
食
料

自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
38
％
と
異
常
な
水
準

ま
で
低
下
、
肥
料
や
飼
料
、

種
子
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、

さ
ら
に
自
給
率
は
大
き
く

下
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
改
定
に
は
「
食
料
自

給
率
」
と
い
う
言
葉
し
か

な
く
、
向
上
を
図
る
と
い

う
部
分
が
削
除
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
に
は
食
糧
自
給
率
向

上
の
具
体
的
な
施
策
を
示

し
、
食
料
と
国
内
農
業
、

農
業
者
を
守
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。

くらしを直撃する値上げは中止を

　
３
月
市
議
会
で
は
、
本
会
議
で
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
値
上
げ
に
反
対
す
る
質
問
を
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で

は
農
業
問
題
、
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
な
ど
取
り

上
げ
ま
し
た
。
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
都
市
農

業
振
興
基
本
法
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
都
市
農
業

振
興
の
基
本
的
な
考
え
が

市
の
農
業
振
興
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
高
槻
市
の
農
地
面
積
は
、

２
０
１
３
年
に
は
６
２
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
10
年
間
で
50
ヘ

ク
タ
ー
ル
減
少
し
ま
し
た
。

農
業
者
の
年
齢
も
８
割
が

65
才
以
上
で
す
。
10
年
後

の
市
の
農
地
が
ど
こ
ま
で

減
少
す
る
の
か
、
と
思
い

ま
す
。
新
た
に
農
業
を
始

め
る
人
を
増
や
す
こ
と
が

大
事
で
す
。
計
画
に
は
、

就
農
・
定
着
が
で
き
る
相

談
体
制
の
構
築
に
取
り
組

む
と
あ
り
ま
す
。
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

市
の
答
弁

　

新
規
就
農
者
は
こ
の
２

　

学
校
給
食
へ
の
農
作
物

の
供
給
に
つ
い
て
は
、
よ

り
多
く
の
農
家
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
力
は
さ
れ

　

残
留
農
薬
の
検
査
費
用

へ
の
補
助
、
出
荷
者
の
増

加
に
向
け
た
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。

要
　
望

　

学
校
給
食
へ
の
出
荷
は
、

量
や
か
た
ち
な
ど
農
家
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

で
す
が
増
や
す
よ
う
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
学

校
給
食
で
地
元
の
農
産
物

の
使
用
が
増
え
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
く

だ
さ
い
。

年
間
で
２
人
で
、
相
談
は

46
件
あ
り
ま
し
た
。
相

談
者
の
状
況
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要
　
望

　

農
業
を
始
め
た
く
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
農
業
を
や
り

た
い
と
い
う
思
い
を
実
現

で
き
る
よ
う
に
支
援
を
し

て
く
だ
さ
い
。

て
い
る
の
か
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
、
共
通
化
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
、
Ａ
Ｉ
等
の
利
用
促

進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
大
規

模
な
シ
ス
テ
ム
障
害
や
誤

作
動
を
起
こ
す
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人

情
報
の
保
護
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
も
万
全
で
は
な
く
、

個
人
情
報
の
意
図
的
な
流

出
や
悪
用
な
ど
重
大
な
人

権
侵
害
を
も
た
ら
す
事
件

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
標
準

化
法
で
定
め
た
20
の
業
務

を
国
が
指
定
し
た
シ
ス
テ

ム
に
移
行
し
ま
す
。
高
槻

市
で
は
２
０
２
６
年
１
月

に
14
シ
ス
テ
ム
を
移
行
し
、

残
り
の
６
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
２
０
２
６
年
度
以

降
に
す
る
と
し
て
国
に
延

期
を
申
請
し
て
い
ま
す
。

全
国
統
一
の
シ
ス
テ
ム
は
、

�
面
�
続
�

市役所
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マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
は
「
資
格

確
認
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
は
今
年
の

10
月
に
更
新
し
、
有
効
期

限
は
来
年
10
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま

で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。「
資
格
確
認
書
」
は

申
請
が
必
要
な
の
で
す
か
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が

あ
っ
て
も
、
現
在
の
保
険

証
を
使
い
た
い
と
い
う
人

に
は
、「
資
格
確
認
書
」
は

市
の
政
策
や
制
度
に
影
響

は
な
い
の
で
す
か
。

市
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答
弁
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国
の
シ
ス
テ
ム
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

　

マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い

人
は
申
請
し
な
く
て
も
市

が
郵
送
し
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
で
の
受
診
が
困
難

な
場
合
は
申
請
す
れ
ば「
資

格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

す
が
、
標
準
シ
ス
テ
ム
は

本
市
の
施
策
や
制
度
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
　
望

　
「
資
格
確
認
書
」
は
交
付

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
治
体
の
業
務
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業

が
参
入
し
、
住
民
の
個
人

情
報
を
収
集
、
利
用
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
は

妊
婦
の
健
康
状
況
や
子
ど

も
の
定
期
検
診
、
成
長
記

録
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、

子
育
て
に
関
わ
る
情
報
が

利
用
者
に
直
接
送
ら
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
、
５
０
０
以
上

の
自
治
体
が
導
入
し
て
い

る
サ
イ
ト
の
利
用
規
約
で

は
「
本
サ
イ
ト
は
本
ア
プ

リ
を
、
利
用
し
た
こ
と
を

持
っ
て
本
規
約
に
取
り
消

し
不
能
な
同
意
を
し
た
も

の
と
見
な
さ
れ
る
」
と
し
、

「
取
得
し
た
、
各
情
報
は
当

社
の
商
品
開
発
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
分
析
な
ど
」
に

利
用
す
る
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
が
取
り
入
れ
よ
う

と
し
て
い
る
母
子
健
康
手

帳
ア
プ
リ
は
利
用
す
る
こ

と
で
、
保
護
者
が
一
部
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

民
間
の
ア
プ
リ
で
す
か

ら
利
用
に
つ
い
て
は
、
情

報
は
民
間
に
流
れ
る
こ
と

を
説
明
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
で
す
。
民
間
が
利
益

の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と

は
禁
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
よ
り
慎
重
に
判

断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
槻
市
内
に
あ
る
産
業

廃
棄
物
処
分
の
許
可
業
者

は
18
あ
り
、
収
集
運
搬
許

可
業
者
は
13
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
高
槻

市
域
の
南
側
に
あ
り
ま
す
。

周
辺
に
住
宅
が
あ
る
事
業

所
も
あ
り
ま
す
。
苦
情
や

要
望
な
ど
は
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
か
、
お
聞
き

し
ま
す
。

市
の
答
弁

　

市
民
の
方
々
か
ら
の
苦

情
は
、
事
業
所
で
の
騒
音

や
振
動
、
粉
じ
ん
や
ご
み

の
飛
散
に
関
す
る
こ
と
が

要
　
望

　

全
国
で
は
、
地
域
住
民

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
、
産
業
廃
棄
物
処
理

の
あ
り
方
を
一
新
さ
せ
た
事

業
者
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ

の
焼
却
を
止
め
て
ご
み
や

粉
じ
ん
な
ど
が
外
に
飛
ば

な
い
よ
う
に
、
廃
棄
物
の

処
理
を
屋
内
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
初
か
ら

簡
単
に
分
解
で
き
る
よ
う

に
作
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
し

や
す
く
な
り
、
ゴ
ミ
を
資

あ
り
、
適
時
適
切
に
立
ち

入
り
検
査
や
事
業
者
へ
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
と

企
業
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
作
業
を
行

う
場
所
は
、
屋
内
に
す
る

な
ど
産
業
廃
棄
物
処
理
業

者
に
要
請
す
る
べ
き
で
す
。

　

産
廃
施
設
が
近
く
に
あ

る
地
域
、特
に
前
島
の
方
々

は
長
年
が
ま
ん
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
議
会
で
も
、

数
十
年
に
わ
た
り
前
島
の

環
境
問
題
は
い
ろ
ん
な
議

員
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。　

　

現
在
、
前
島
地
域
の
方

か
ら
市
に
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
飛
散
、
粉
じ
ん
、

施
設
か
ら
の
雨
水
の
流
出
、

臭
気
、
騒
音
な
ど
の
問
題

で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

長
年
苦
し
ん
で
こ
ら
れ
た
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の

思
い
を
く
ん
で
、
対
応
を

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
、
産

廃
施
設
を
建
物
で
囲
む
こ

と
で
、
ゴ
ミ
の
飛
散
、
ニ

オ
イ
や
騒
音
な
ど
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
解
決
で
き
ま

す
。
事
業
者
と
話
あ
っ
て

く
だ
さ
い
。

発
行
で
き
な
い
の
で
す
か
。


